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【目的】 

食品中の残留農薬は日々さまざまな作物で検査

が行われている。特に青果物は生鮮食品であるため、

より短期間での検査結果の報告が求められている。

我々は、膜ろ過による精製法に着目し、積層カラムと

同等の高い精製効果を発揮し、なおかつ全ての処

理を遠心分離機で行う事が可能な簡易、迅速キット

の開発を行っている。今回はこのキットの性能(迅速

性・回収率・精製度)について報告する。精製度およ

び迅速性については、積層カラム(GC/NH2,  

 

 

500mg/500mg) お よ び d-SPE(GC/PSA/MgSO4, 

8mg/25mg/150mg)を使用した場合と比較を行った。 

【方法】 

試料は、市販のほうれん草を均一に粉砕したもの

を使用した。農薬混合標準液は 0.01ppmとなるよう添

加した。抽出は QuEChERS法(EN)にて行った。本精

製法(膜ろ過法)は、15mL、50mL 遠沈管に専用の膜

ろ過カートリッジ、吸着剤カートリッジ、脱水精製カー

トリッジを取り付けて使用した。前処理は精製フロー

(図 1)に従って行った。 
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【結果および考察】 

まず迅速性について検討した。例として 16 検体を

処理した場合を想定し精製に要する時間を算出した。

その結果、本法は 45分程度、積層カラムは 4時間程

度、d-SPE は 30 分程度であり，d-SPE と同程度の迅

速性を有している事が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膜ろ過法は d-SPE と比べて効率的にマトリックスを

除去できている事が確認された。また短時間の処理

で積層カラムと同程度の高い精製効果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果および考察】 

 

 

次に 325 成分の農薬を添加した回収試験(n=3)では、

70～120%の範囲を示した農薬数は 305 成分と約 9

割の農薬において良好な回収率を示した。また精製

度については、QuEChERS 法で得られた抽出液

1mL を各精製法で処理を行い、GC/MS のスキャンク

ロマトグラムで比較した(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の結果から、本法はさまざまな食品中の残留農

薬に対する簡易・迅速な一斉分析法として有効であ

る事が示された。 

図 1 精製フロー (膜ろ過法) 
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図 2 GC/MS Scan クロマトグラム (ほうれん草) 

水 1.2mL + 抽出液 1.5mL in 膜ろ過カートリッジ

遠心分離　1490 ×g 、10分間

ろ過液に水0.4mL添加し、吸着カートリッジへ ろ過液0.9mL+ アセトニトリル1.6mL

遠心分離　760 ×g 、5分間 LC/MS/MS測定 (試料 0.2g/mL相当)

吸着カートリッジを脱水・精製カートリッジへセット

　　+　アセトン　3.5mL

遠心分離　30 ×g 、3分間

　　+　アセトン/トルエン(3/1)　3.5mL

遠心分離　30 ×g 、3分間

窒素濃縮・アセトンで1mLに定容

GC/MS/MS測定 (試料 1g/mL相当)
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